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「
原
子
力
総
合
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
○
二
三
」
が
一
月
二
二
日
、
日

本
学
術
会
議
本
部
講
堂
（
東
京
都
港
区
）
で
開
催
さ
れ
た
。
同
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
本
学
術
会
議
の
主
催
に
よ
り
、
関
連
学
協
会

の
協
力
の
も
と
、
わ
が
国
の
原
子
力
を
巡
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、

社
会
と
対
話
し
な
が
ら
総
合
的
に
討
論
す
る
場
と
し
て
一
九
六
三

年
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
総
合
討
論
に

先
立
ち
、
橘
川
武
郎
氏

（
国
際
大
学
学
長
）、
寿

楽
浩
太
氏
（
東
京
電
機

大
学
工
学
部
教
授
）、
山

本
章
夫
氏
（
名
古
屋
大

学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
教
授
）、
岡
田
往
子
氏

（
原
子
力
委
員
）、
山
中
伸
介
氏
（
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
）

が
講
演
。
橘
川
氏
は
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
影

響
を
、
寿
楽
氏
は
地
層
処
分
問
題
に
関
わ
っ
た
経
験
な
ど
を
踏
ま

え
、
原
子
力
を
進
め
て
い
く
上
で
の
一
般
社
会
か
ら
の
理
解
に
関

す
る
問
題
を
提
起
。
岡
田
氏
は
原
子
力
分
野
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
講
演
し
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
『
個
』
を
認
め
合
っ

て
こ
そ
成
し
う
る
も
の
」
と
、
多
様
性
の
重
要
さ
を
強
調
。
山
中

氏
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
発
生
か
ら
の
一
三
年
間
を

振
り
返
り
、
原
子
力
の
安
全
規
制
を
担
う
立
場
と
し
て
、「
制
度
改

善
に
は
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
慢
心

に
陥
ら
ぬ
よ
う
、
情
報
発
信
・
対
話
、
国
際
機
関
の
レ
ビ
ュ
ー
も

通
じ
た
新
知
見
の
活
用
に
努
め
て
い
る
姿
勢
を
述
べ
、
議
論
に
先

鞭
を
つ
け
た
。

　

総
合
討
論
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
関
村
直
人
氏
〈
東
京
大
学

副
学
長
〉）
で
は
、ま
ず
、日
本
原
子
力
学
会
会
長
の
新
堀
雄
一
氏
（
東

北
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
）
が
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
選
択

肢
と
し
て
の
原
子
力
を
巡
る
課
題
や
社
会
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
」
と
題
し
論
点
を
提
起
。

　

こ
れ
に
対
し
、
産
業
界
の
立
場
か
ら
、
東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
ズ
の
岩
城
智
香
子
氏
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

向
け
て
革
新
技
術
へ
の
関
心
が
高
ま
る
一
方
、
既
設
炉
の
再
稼
働

の
遅
れ
、
こ
れ
に
伴
う
技
術
維
持
・
継
承
の
困
難
さ
や
人
材
流
出
、

研
究
開
発
投
資
の
縮
小
、
大
型
試
験
施
設
の
陳
腐
化
と
い
っ
た
課

題
を
指
摘
し
た
上
で
、「
学
会
の
役
割
は
重
要
性
を
増
し
て
い
る
」

と
強
調
。
ま
た
、
革
新
軽
水
炉
の
研
究
開
発
に
関
わ
る
名
古
屋
大

学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
の
山
本
章
夫
氏
は
、「
技
術
的
成
熟

度
が
社
会
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
、
技
術
の

実
現
性
に
係
る
「
可
視
化
」
の
必
要
性
を
問
い
か
け
た
。

　

さ
ら
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
与
に
つ
い
て
、
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
以
降
、
学
術
会
議
で
人
文
科
学
分
野
と
横
断

的
議
論
に
関
わ
っ
て
い
る
国
立
環
境
研
究
所
理
事
の
森
口
祐
一
氏

は
、
除
染
に
伴
う
除
去
土
壌
の
県
外
再
生
利
用
に
向
け
た
実
証
試

験
を
例
に
、「
首
都
圏
の
人
た
ち
も
自
分
事
と
し
て
と
ら
え
る
と
と

も
に
、
科
学
者
も
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
一
員
と
し
て
考
え
る
べ

き
」
と
、
今
後
の
ア
カ
デ
ミ
ア
の
果
た
す
役
割
を
切
望
。
ま
た
、

会
場
か
ら
は
、
能
登
半
島
地
震
に
伴
い
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

係
る
課
題
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
選
択
肢
」

に
関
し
て
、「
既
に
あ
る
こ
と
を
前
提
に
議
論
さ
れ
て
は
い
な
い
か
。

今
や
そ
の
選
択
肢
す
ら
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
」と
い
っ

た
危
惧
の
声
も
あ
が
り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
関
村
氏
は
、今
後
、

他
学
会
と
も
連
携
し
さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い
く
考
え
を
述
べ
討

論
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
地
を
発
祥

と
す
る
飲
食
物
（
そ
の
六
）
を
紹
介
し
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
の
代
表

的
な
デ
ザ
ー
ト
の
一
つ
に
パ
ラ
チ
ン
ケ
ン
が
あ
る
。
パ
ラ
チ
ン
ケ

ン
と
い
う
名
前
は
ラ
テ
ン
語
の
「
ケ
ー
キ
」
と
い
う
意
味
の
言
葉

か
ら
来
て
い
て
、ル
ー
マ
ニ
ア
語
の
パ
ラ
チ
ン
タ
、ハ
ン
ガ
リ
ー
語
、

そ
し
て
ス
ラ
ヴ
語
を
経
て
ウ
ィ
ー
ン
に
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ド
イ
ツ
で
は
プ
フ
ァ
ン
ク
ー
ヘ
ン
と
い
う
名
前
で
親
し
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
歴
史
的
に
は
元
々
色
々
な
国
で
同
様
の

食
べ
物
が
あ
っ
た
も
の
の
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
時
代
に
ウ
ィ
ー

ン
の
宮
廷
料
理
に
な
っ
て
一
躍
有
名
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
一
九
世
紀
こ
ろ
に
は
一
般
的
な
料
理
に
な
っ
て
い
た
と
言
う
。

ア
プ
リ
コ
ッ
ト
ジ
ャ
ム
を
包
ん
で
ウ
ィ
ー
ン
っ
子
の
大
好
き
な
粉

砂
糖
を
ふ
り
か
け
る
の
が
定
番
。
生
地
は
ク
レ
ー
プ
よ
り
は
も
っ

ち
も
ち
し
て
い
る
。
パ
ラ
チ
ン
ケ
ン
の
作
り
方
は
と
て
も
シ
ン
プ

ル
で
あ
る
。
小
麦
粉
と
卵
と
牛
乳
を
混
ぜ
た
も
の
を
フ
ラ
イ
パ
ン

で
薄
く
焼
く
。
ア
プ
リ
コ
ッ
ト（
あ
ん
ず
）ジ
ャ
ム
や
ヌ
テ
ラ（
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
ク
リ
ー
ム
）
を
入
れ
て
食
べ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、

ひ
き
肉
や
ハ
ム
と
チ
ー
ズ
を
入
れ
て
メ
イ
ン
料
理
と
し
て
食
べ
る

こ
と
も
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
一
区
に
は
パ
ラ
チ
ン
ケ
ン
専
門
の
「
パ

ラ
チ
ン
ケ
ン
ク
ヒ
ェ
ル
」
と
い
う
名
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。
店

内
は
、
キ
ッ
チ
ン
を
囲
む
よ
う
に
テ
ー
ブ
ル
席
が
あ
り
、
収
容
人

数
は
二
○
人
強
。
メ
ニ
ュ
ー
は
食
事
物
が
一
八
種
類
、
ス
イ
ー
ツ

系
は
三
○
種
類
を
超
え
る
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

価
格
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
あ
り
、
気
軽
に
ラ
ン
チ
が
楽
し
め
る
。

　

一
方
、
京
都
の
銘
菓
八
ツ
橋
の
起
源
は
不
明
な
部
分
が
多
い
が
、

主
に
二
つ
の
説
が
あ
る
。（
一
）
箏
曲
の
開
祖
と
称
え
ら
れ
る
八
橋

検
校
を
偲
び
、
箏
の
形
を
模
し
た
干
菓
子
を
「
八
ツ
橋
」
と
名
付

け
た
。（
二
）
歌
人
と
し
て
名
高
い
在
原
業
平
を
偲
び
、『
伊
勢
物
語
』

第
九
段
「
か
き
つ
ば
た
」
の
舞
台
で
あ
る
「
三
河
国
八
橋
」
に
か
け
、

八
枚
橋
の
板
の
形
を
模
し
た
菓
子
を
作
っ
た
。
京
都
の
八
ツ
橋
製

造
業
者
の
団
体
京
都
八
ツ
橋
商
工
業
協
同
組
合
に
加
盟
す
る
一
四

社
の
う
ち
、
八
橋
検
校
説
を
支
持
す
る
の
が
聖
護
院
八
ツ
橋
総
本

店
・
井
筒
八
ッ
橋
本
舗
な
ど
六
社
、
伊
勢
物
語
説
を
支
持
す
る
の

が
本
家
西
尾
八
ッ
橋
・
本
家
八
ッ
橋
の
二
社
。
上
記
の
い
ず
れ
の

説
で
も
元
禄
年
間
に
原
型
が
作
ら
れ
、
現
在
に
近
い
形
に
な
っ
た

の
は
享
保
年
間
と
し
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
元
々
の
発
売

時
期
も
判
然
と
し
な
い
が
、
明
治
十
年
（
一
八
七
九
年
）
に
京
都

に
鉄
道
が
通
る
と
西
尾
松
太
郎
が
京
都
駅
で
土
産
物
と
し
て
販
売

を
開
始
し
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
年
）
の
大
正
天
皇
即
位
の
祝

賀
行
事
で
京
都
を
訪
れ
た
人
々
が
買
い
求
め
た
こ
と
で
全
国
的
に

有
名
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
間
に
西
尾
松
太
郎
か
ら
事
業
を

引
き
継
い
だ
息
子
の
西
尾
為
治
が
、
明
治
三
三
年
（
一
九
○
○
年
）

の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
八
ツ
橋
を
出
品
し
て
銀
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。
こ
の
頃
の
出
版
物
に
は
八
ツ
橋
の
起
源
に
つ
い
て
「
西
尾
為

治
の
祖
先
が
三
河
の
僧
侶
か
ら
製
法
を
教
わ
っ
て
、一
六
八
九
（
元

禄
二
）年
に
聖
護
院
の
森
で
販
売
を
始
め
た
」と
の
記
述
が
あ
る
が
、

真
偽
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
一
九
六
○
年
代
に
は
生
八
ツ
橋

が
考
案
さ
れ
、
次
い
で
美
十
が
生
八
ツ
橋
で
餡
を
包
む
商
品
を
考

案
し
た
と
さ
れ
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー

ン
赴
任
時
パ
ラ
チ
ン
ケ
ン
を
デ
ザ
ー

ト
と
し
て
美
味
し
く
い
た
だ
い
た
こ

と
が
何
回
か
あ
る
。
京
都
在
住
時

に
は
、
学
生
時
代
は
伝
統
的
な
八

ツ
橋
、
近
年
は
餡
入
り
の
八
ツ
橋

が
お
土
産
の
定
番
だ
っ
た
。
今
月

も
両
地
が
発
祥
と
さ
れ
る
飲
食
物

を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運

に
感
謝
し
つ
つ
、
パ
ラ
チ
ン
ケ
ン

ク
ヒ
ェ
ル
の
パ
ラ
チ
ン
ケ
ン
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　

 

■ 

杉
本
純  

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン

 

と

 

京
都    
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